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平成 29 年度第１学期始業式 校長式辞     

Ｈ２９．４．１０（月） 

 

 2年生、3 年生への進級おめでとうございます。中学校までとは違い、努力しない人は次の学年に

進めないし、卒業できないのが高校である。今日からの一年間を努力してもらいたい。 

 

 学校には年度ごとの目標があります。それは学校経営計画というものです。教育活動の目指すと
ころを示したものです。 

 玉島商業高校がどういう人間を育てようとしているかを説明するので、玉翔夢手帳の２ページに

メモしてもらいたい。 

 

 まず一つ目は「自ら行動できる人材」の育成である。 

 人に指示されて動くのではなく、自分で課題に気づき、それを克服するためにどうすれば良いか

を自ら考えて主張し行動できる人間に育ってもらいたい。 

 

 二つ目は、「地域に貢献する人材」の育成である。ここ玉島を中心とする備中地域の社会や産業

に貢献出来る人になってもらいたい。 

 

 次にもっと具体的な生徒像を説明する。次の９つのことを身につけた大人に育って欲しい。 

 ①「嘘をつかない」②「怠けない」③「やりっ放しにしない」④「わがままをしない」⑤「人に

迷惑をかけない」⑥「爽やかにあいさつする」⑦「時間を守る」⑧「約束を守る」⑨「諦めずに努

力する」 

 この９つのことを身につければ、誰からも慕われて信頼される人間になるだろう。そうした人は

本当に困ったときに周りに助けしてもらえる人だ。 

 

 これからの一年間、先生方は、そういう生徒に育てるべく、厳しくも優しい指導をしてくださる。

しっかりと教えを守り、社会に役立つ人になってほしい。 

 

 昨年度の一年間で、玉島商業高校の最大の課題は、生徒・保護者・地域そして教員のいずれも、

安易に現状に満足してしまうことだと感じている。 

 「精一杯の努力」、「死にものぐるいの努力」もせずに、限界を決めてしまっていることが大問

題である。「精一杯の努力」をしたからといって必ず上手く行くなどというつもりはない。世の中

は「死にものぐるいの努力」をしたからといって成功しないことだらけだ。しかし、綺麗な花を咲

かせることはなくても、「死にものぐるいの努力」は人間としての根っこを太く丈夫にするものだ。

綺麗な花が咲いても根っこが頼りなく貧弱であれば、この厳しい社会を生き抜いてはいけやしない。 

  

 「やればできる」ということは、2 月にフィリピンを訪問した諸君が証明してくれた。「どうせ

無理」などと自分自身で限界を決めることなく、一歩も二歩も踏み出すことを期待したい。 

 

 今年は、海外との交流事業を積極的に紹介していく。7月 29 日・30日にはドイツからスポーツ研

修で来日した 10名程度の高校生を受け入れる予定だ。詳細はまだまだ決まっていないが、ホームス

テイ先を募集する可能性が高い。 

 また、岡山県高等学校商業教育協会では夏休み後半にシンガポールへの研修を計画している。玉

商から是非とも参加して欲しいと考えている。 

 色々な案内があったら積極的に応募してもらいたい。いつどんな交流のチャンスがあるか分から

ない。躊躇せずに一歩踏み出してほしい。 

 

 いよいよ明日から新入生がやってくる。背中で後輩を導けるような先輩になってくれることを期

待している。 

 

 人生うまく行くことは多くない。少しでも上手くいったことがあれば幸せかもしれない。来年の

今頃、充実した面白い一年だったといえる一年にしてほしい。 


